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　「PF ニュース」からのお知らせ

　平成 24年度からの PF-UAの発足に伴い，PFニュース
はウェブが主体となりましたが，引き続きご愛読を賜り感
謝致します。今後も新しい企画記事の連載など誌面の充実
につとめ，PFニュースをより魅力あるものにしていきま
す。PFニュースウェブページには，冊子版では白黒とな
っている図等もオリジナルのカラーのものを掲載していま
す。ウェブ版もお楽しみ頂ければと思います。
　ウェブ掲載時にはメールでお知らせするシステムも運用
しています。希望される方は，どうぞご登録下さい。PF
ニュースウェブページにフォームを掲載しています（※
KEKの共同利用者支援システムでユーザー登録をされた
皆様には，PFメルマガが配信され，そちらにも PF News
発行のお知らせが載りますので，その方はお知らせメール
の登録は必要ありません）。

PFニュース編集委員一同

　投稿のお願い

【最近の研究から】
　PFで行われた実験，研究の成果をお寄せ下さい。
【建設・改造ビームラインを使って】
　特にビームラインの改良点，他のビームラインとの比較，
　要望等を是非お聞かせ下さい。
【ユーザーとスタッフの広場】

PFでの実験の成果等が認められ受賞された方，海外放
射光施設に滞在，訪問された方，国際会議等に参加さ
れた方，修士論文等，どうぞご投稿下さい。また PFに
対するご意見等がありましたら是非ご投書下さい。

詳細は事務局または PFニュース HPをご覧下さい。

宛           先

〒 305-0801　茨城県つくば市大穂 1-1
高エネルギー加速器研究機構

物質構造科学研究所　放射光科学研究施設内　
PFニュース編集委員会事務局

TEL：029-864-5196  　FAX：029-864-3202
E-mail：pf-news@pfiqst.kek.jp

URL：http://pfwww.kek.jp/publications/pfnews/

編集後記

　私はこれまでの研究で常に放射光施設を利用しており，
Photon Factoryは 7年前からお世話になっています。それ
まで経験してきた放射光実験といえば，限られたマシンタ
イムをできる限り無駄なく使い，最大限にデータを取ると
いったものでした。PFにおいてもそれは基本的に変わり
ませんが，時には共同研究者である学生のペースに合わせ
て（良い意味で）ゆとりを持って実験を進めることもで
き，PFは彼らが研究を行う上でもなくてはならない施設
となっています。PFニュースは，実験の合間に時折読む
ことがありました。思いがけず，その編集委員会に参加さ
せて頂くことになり，早一年が過ぎました。編集会議では，
PFニュースの役割を念頭に置いて，掲載記事や企画・構
成等について話し合われています。個人的には，編集作業
を通して様々な分野の研究や活動に触れることができ，大
変良い経験となっています。最近では，施設の将来計画や
建設・運転状況などユーザーに確実に伝えるべき情報が多
く，PFニュースの重要性もこれまで以上に増しているよ
うに思います。「困ったときは PFニュース！」と手に取
って頂けるように，あと一年，PFニュースのお役に立て
ればと思います。（AO）
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